
（４０周年記念大会）
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　守谷市社会福祉協議会は、任意団体として昭和４５年に発足し、昭和４８年

に法人化され、満４０年を迎えました。

　発足当時の守谷町の人口は１３,０００人余りでしたが、いち早く支部社協を

結成し、地域に根ざした福祉活動を展開するとともに、会員の募集をさせていただき、現在

も多くの市民の皆様にご協力をいただいております。

　また、法人化２０周年時には、「社会福祉基金」を設置、３０周年時には「中・高校生を対

象にしたホームヘルパー３級講座」を実施するなど、若い世代にも身をもって福祉体験をし

ていただいております。

　平成８年から福祉ＰＲの一環として、中央公民館で「ふくしふれ愛まつり」を開催し、現

在では、福祉・健康・スポーツがひとつになった「健康スポーツフェスティバル」として実

施しております。

　２１世紀に入り、少子・高齢化が益々進む中で、社会福祉諸制度の改革が行われ、社会福祉

協議会を取り巻く環境も大きく変化しております。

　平成１２年度からは介護保険制度が施行され、本会も同制度のもと、居宅介護支援事業や

訪問介護事業を構築し、市民の皆様にサービスの提供しております。

　こうした４０年の歴史を振り返ってみますと、社会福祉協議会は多くの市民の皆様をはじ

め諸先輩方の守谷を愛する心と絶えまない努力により築き上げられてきたものであると改め

て感謝申しあげます。

　現在、地域の皆様にご協力をいただき、昨年度策定しました「地域福祉活動計画」を重点

事業として位置付け、実行委員会、行政、各関係機関そして市民の皆様と実施に向け、取り

組んでいるところでございます。

　今後も皆様の様々な福祉ニーズに応えられるよう、各種福祉サービスの基盤整備に取り組

み、「もりやのしあわせ みんなで築こう」の実現に向けて、一人ひとりがやさしくいたわり

の心を持ち、互いに支え合っていく福祉風土が醸成されるよう関係者一同全力を傾注して参

りますので、今後とも皆様方の以前にも増してのご支援、ご協力を賜りますよう心からお願

い申し上げます。

あ い さ つ 守谷市社会福祉協議会
会 長　会 田 真 一

  ４０周年記念特集
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平成１５年　法人化３０周年を迎え、社協だより１００号を発行

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

・
法
人
化
30
年
を
迎
え
る

・
社
協
だ
よ
り
１
０
０
号
発
行

・
法
人
化
30
周
年
記
念
事
業

「
中
・
高
校
生
福
祉
マ
ン
パ

ワ
ー
講
習
会
」
を
開
催

・
新
潟
県
中
越
地
震

・
高
齢
者
健
康
水
中
体
操
開
催

・
ふ
く
し
講
演
会
＆
映
画
会
開

催
・
守
谷
市
内
介
護
保
険
事
業

　
所
職
員
勉
強
会
開
催

・
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会
開
催

・
ひ
と
り
親
家
庭
親
子
遠
足

開
催

・
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
運
動

・
社
協
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
作
成

・
社
協
だ
よ
り
へ
の
広
告
掲
載

事
業
開
始

・
地
域
ケ
ア
講
演
会
・
映
画
会

開
催

・
高
齢
者
世
帯
対
象
１
日
遠
足

開
催

・
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
講

習
会
開
催

・
買
っ
て
Ｎ
ｅ
ｔ
バ
ザ
ー
ル
in

ロ
ッ
ク
シ
テ
ィ
開
催

平成１５年　法人化３０周年を迎え、社協だより１００号を発行

平成１７年　高齢者の健康・体力づくりを目的と
した健康水中体操がスタート！
今では、卒業生によるサークルもでき活動中！

平成２０年　ロックシティ（現
イオンタウン）守谷の協力のも
と、近隣障がい児者施設・団体
の福祉バザーを開催

平成１９年　認知症ケアを考え
る「地域ケア講演会・映画会」
を開催

平成１８年　社協事業ＰＲビデ
オをボランティア協力のもと、
作成 !!

平成１６年　中・高校生対象ホームヘルパー３級
講習会を開催。
３７名のホームヘルパーが誕生！

  　　　　４０周年記念特集
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平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
手
話

入
門
講
座
）
を
開
催

・
地
域
介
護
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講

習
会
開
講

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
）

を
開
催

・
伊
奈
養
護
学
校
「
ふ
れ
あ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」

共
催

・
茨
城
県
モ
デ
ル
事
業
「
い
ば

ら
き
こ
ど
も
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
」

・
第
１
回
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

に
向
け
て
「
地
域
座
談
会
」

開
催

・
東
日
本
大
震
災

・
震
災
支
援
「
が
ん
ば
ろ
う
！

日
本
in
も
り
や
」
開
催

・
被
災
地
支
援
活
動

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

・
電
話
に
よ
る
訪
問
事
業
「
ふ

れ
あ
い
電
話
」
開
始

・
ひ
と
り
親
交
流
事
業
開
催

・
地
域
福
祉
活
動
に
向
け
、
各

地
区
で
実
行
委
員
会
が
ス

タ
ー
ト

・
法
人
化
40
周
年
記
念
大
会

開
催

平成２２年　「守谷市地域福祉計画・地域福祉活
動計画」策定に向けた「地域座談会」を各地区で
開催

平成２２年　伊奈養護学校（現特別支援学校）
「ふれあいボランティアスクール in もりや」を
開催

平成２１年　茨城県独自の「地域介護ヘルパー養
成講習会」を開催

平成２５年　法人化４０周年を迎えた！

平成２２年　「第１回健康スポーツフェスティバ
ル」を開催

平成２３年　東日本大震災後復興に向けたイベン
トや市民の被災地支援活動

  ４０周年記念特集
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理
　
　
事
　
15
名

　
会
　
長
　
　
会
　
田
　
真
　
一

　
副
会
長
　
　
坂
　
　
　
一
　
利

　
　
〃
　
　
　
染
　
谷
　
桂
　
子

　
理
　
事
　
　
小
　
川
　
一
　
成

　
　
〃
　
　
　
高
　
木
　
和
　
志

　
　
〃
　
　
　
柳
　
生
　
　
　
進

　
　
〃
　
　
　
横
　
瀬
　
　
　
博

　
　
〃
　
　
　
椎
　
名
　
林
之
助

　
　
〃
　
　
　
浅
　
井
　
仁
　
勇

　
　
〃
　
　
　
滝
　
田
　
和
　
子

　
　
〃
　
　
　
朝
　
倉
　
正
　
彦

　
　
〃
　
　
　
成
　
島
　
通
　
之

　
　
〃
　
　
　
会
　
田
　
栄
　
光

　今回の改選に伴い、長

年社協事業推進にご尽力

いただきました理事・評

議員の方々が退任されま

した。

　心より深く感謝申し上

げます。　

（順不同・敬称略）

（理　事）

　・池田政雄・塩畑英侊

　・喜多　勝

（評議員）

　・米原　済・萩谷直美

　
理
　
事
　
　
鈴
　
木
　
健
　
治

　
　
〃
　
　
　
鈴
　
木
　
　
　
榮

監
　
　
事
　
２
名

　
監
　
事
　
　
坂
　
　
　
道
　
夫

　
　
〃
　
　
　
五
十
川
　
芳
　
道

評 

議 

員
　
31
名

　
星
　
登
志
子
　
　
岡
島
　
保
夫

　
梶
原
　
博
子
　
　
飯
泉
あ
や
子

　
中
島
加
代
子
　
　
川
田
　
初
子

　
飯
島
　
和
子
　
　
高
橋
　
房
子

　
渡
邊
香
津
美
　
　
寺
田
　
典
夫

　
高
羽
　
正
雄
　
　
濵
野
　
　
清

　
吉
岡
　
京
子
　
　
橋
口
　
栄
彦

　
石
澤
　
成
浩
　
　
又
来
　
　
稔

　
松
見
　
秀
一
　
　
駒
場
　
孝
司

　
高
木
　
偉
雄
　
　
椎
名
　
甫
夫

　
櫻
井
　
信
二
　
　
倉
田
　
　
清

　
鈴
木
　
康
男
　
　
高
橋
　
昭
則

　
桜
井
　
啓
一
　
　
坂
　
　
新
一

　
寺
田
　
　
陽
　
　
若
山
　
敦
子

　
丸
橋
　
玲
子
　
　
藤
原
　
國
夫

　
田
口
　
啓
子

守
谷
市
社
協
役
員
等
改
選

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
・
監
事
・
評
議
員
が
次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
、
任
期
は
、
理
事
・
監
事
が

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
、
評
議
員
が
平
成
25
年
３
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

２
月
28
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

　昨年５月から材料を持ち寄り、空き時間を利用し、げんき館やミ・

ナーデげんき館利用者、ボランティアが思い思いの気持ちを込めて「つ

るし雛」を製作。

　今年の２月には、守谷市役所ロビーやいこいの郷で展示された「守

谷つるし飾り展」に出展。

　飾られている自分たちのつるし雛を見て、「少し苦労したところも

あったけど、ほかの皆さんの作品といっしょにきれいに飾られて良

かった！」「また来年にむけてがんばろう！」と笑顔で意気込みを語っ

ていた。

ほっと！
ニュース！

▲委嘱状交付
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守谷地区

地区全体で「あいさつ強化週間」

設定し、キャンペーン活動を実施。

住民同士が声を掛け、顔が見える

関係を作ることで地域のつながり

を強める。

大井沢地区

大木・西板戸井・東板戸井・立沢・

大山新田に分かれて会議を開催。

地域に合った方法での組織づくり

を目指す。

行事の復活や交流会を計画中。

高野地区

見守りチーム・サロンチーム・ネットワークチー

ムに分かれ、高野地区のつながりを作る。

高野小、松ケ丘小の 4 年生を対象に子ど

もヘルパー事業を実施し、小さな頃から

地域の力を育む。

北守谷地区

北守谷地区地域福祉活動計画実行

委員会だよりを発行し、宣伝活動

を展開中。地域活動のきっかけづ

くりとして、ぶらっと来てお茶を飲

みながら…「ぶらぶら亭」を開店。

大野地区

自主防災組織を町内会ごとに設立

する事を目標に、地域のきずなを

強める。

みずき野地区

課題別に具体的取り組みを検討し

話し合いをしています。

今後、具体的取り組みを実施する

ために関係機関への説明や協力を

依頼する。

実行に向け、動き始めています ▲北守谷地区「ぶらぶら亭」
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　３月２７日、高野公民館において、「高野小学校４・５・６年子どもヘルパー

活動報告会」を開催。保護者・関係者も交えて、今年１年の活動報告や感

想などを一人ひとり報告。全員と活動を称えながら握手をした後、修了書

が手渡された。今後、６年生は中学校での活躍を期待するとともに４・５

年生からは「もっと子どもヘルパーをやりたい！」とうれしい声も聞かれ、

高野支部役員からは、平成２５年度も新たな子どもヘルパーを迎え、活動

すると共に、松ケ丘小学校子どもヘルパー活動を行うとの報告があった。

高野子どもヘルパー報告会

　５月１７日、高野小学校４学年児童８５名が障がいを理解するため、点字・

手話・ブラインドウォークを各ボランティア等の指導のもと体験。今後は、

インスタントシニア体験や親子での車いす体験、セラピードックとのふれ

あいなど、さまざまな福祉体験学習を行う予定。

　各校で福祉体験学習中！

　３月１７日、社協児童福祉委員会企画で、今年も「ひとり親１日遠足」を親子・

委員等１１組３１名が参加し、今年は「日立市かみね動物公園」へ！少々冷たい風

が吹いていましたが、天気に恵まれ子どもたちは元気に園内を走り回っていた。

園内の「サルの楽園」には１０種類のさまざまサルが展示され、シロテナガザル

は華麗な大車輪で来園者を歓迎するように愛嬌を振りまき、カピパラハウスでは、

生まれたばかりの子どもたちがお母さんの後を追いかける可愛らしい姿を見せてい

た。他にも園内には、ミニ遊園地もあり、親子で楽しむ姿も見られた。

　帰りもバスの中でもゲームなどをしながら帰路についたが、さすがに疲れてお

昼寝の子どもたちも・・・。バスの中で参加した女の子に「今日は楽しかった？」

と聞いてみると「楽しかった！」と満面の笑顔が返ってきた。（椎名広報委員）

　●親子１日に同行！

　２月１７日、「北守谷公民館地域ふれあいまつり」に先がけて、「地域で楽しく

健康に生活するために・・・」をテーマに茨城県立健康プラザ大田仁史先生の

講演後、北守谷支部社協役員をはじめ、地域福祉活動計画北守谷実行

委員、北守谷公民館運営委員が中心となり、車いすやブラインドウォー

クなどの福祉体験をサポート！館内の階段やエレベーター、トイレや自

販機、点字での本など、短い時間の体験ではあったが、「車いす介助の

基本動作や視覚障がい者への介助の基本などを学べて大変良かった」

などの声が聞かれて、地域活動の一歩ともなった。

　●地域の絆が大切！
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善
意
銀
行
預
託
報
告

　
平
成
25
年
３
月
〜
５
月（

敬
称
略
）

【
寄
　
付
】

・
慶
友
柔
会

２
５
，９
３
０
円

・
ひ
ま
わ
り
カ
ラ
オ
ケ
会

２
０
，５
５
４
円

・
わ
く
わ
く
美
術
展
参
加
者
一
同

２
，０
０
０
円

・
ユ 

ニ 

ー 

㈱

２
８
，３
２
６
円

・
海
老
原
オ
ー
ト

８
，９
７
１
円

・
Ａ
・
Ｋ
会
歌
謡
教
室

３
７
，３
３
０
円

・
守
谷
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

５
，０
０
０
円

・
守
谷
二
八
会

５
，０
０
０
円

・
㈱
鮎
川
典
礼

３
０
，０
０
０
円

・
匿
　
　
名

２
４
，４
３
７
円

・
守
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

２
０
０
，０
０
０
円

・
総
合
守
谷
第
一
病
院
看
護
部

２
０
，４
５
０
円

・
大
柏
里
山
の
会

８
，０
０
０
円

【
使
用
済
み
古
切
手
・
プ
ル
タ
ブ

・
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
】

・
小
菅
は
る
江

・
藤 

重 

幸 

代

・
川 

島 

光 

江

・
佐
々
木
悠
翔

・
キ
ャ
ノ
ン
シ
ス
テ
ム
ア
ン
ド

サ
ポ
ー
ト
㈱
取
手
営
業
所

・
陽 

だ 

ま 

り

・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス

・
㈲
ベ
レ
ッ
ツ
ァ

・
守
谷
市
商
工
会

・
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
ル
ー
チ
ェ

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

守
谷
ひ
が
し
野
２
丁
目
店

・
建
設
ユ
ニ
オ
ン
高
橋
輝
彦

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
茨
城
第
39
団

・
女
性
セ
ミ
ナ
ー
輝
き

・
手
話
サ
ー
ク
ル
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

・
松
前
台
小
学
校

・
守
谷
中
学
校

・
守
谷
市
役
所

・
文 

化 

会 

館

・
中
央
図
書
館

・
匿
　
　
　
名
　
７
件

《
換
金
状
況
》

○
プ
ル
タ
ブ
１
２
０
㎏

１
２
，６
０
０
円

・
・
・
善
意
銀
行
へ
入
金

○
入
れ
歯
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

リ
サ
イ
ク
ル

４
６
，０
７
４
円

（
内
、
２
７
，６
４
４
円
は
ユ
ニ
セ

フ
を
通
じ
、
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も

た
ち
の
支
援
、
１
８
，４
３
０
円

は
、
守
谷
市
社
協
福
祉
事
業
費
に

充
当
）社

会
福
祉
基
金
報
告

（
敬
称
略
）

５
月
　
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱

１
０
０
，０
０
０
円

　
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
茨
城
工
場
㈱
で

は
、
社
員
の
地
域
へ
の
社
会
貢
献

活
動
に
対
し
、「
エ
コ
マ
イ
レ
ー

ジ
ポ
イ
ン
ト
」
を
発
行
し
、
１
年

間
の
ポ
イ
ン
ト
を
社
で
独
自
に
金

額
換
算
し
、
そ
の
全
額
を
茨
城
県

内
の
地
域
活
動
団
体
等
に
寄
附
を

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
が
７
団
体

（
内
、
守
谷
市
５
施
設
・
団
体
）

へ
総
額
５
５
２
，９
８
０
円
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

金高総括工場長様から会田会長へ

守谷ライオンズクラブ結成４０
周年記念事業の一環として、
福祉事業へ大賀４０周年実行
委員長（左）から下村局長へ

平
成
25
年
５
月
31
日
現
在

５
０
，７
１
７
，０
４
３
円

災
害
義
援
金
報
告

東
日
本
大
震
災
義
援
金

　
平
成
25
年
３
月
〜
５
月（

敬
称
略
）

・
野 

口 

真 

一

１
０
，０
０
０
円

・
㈱
吉
田
石
油 

オ
リ
ッ
ク
ス

レ
ン
タ
カ
ー
守
谷
支
店

１
３
，４
８
２
円

・
匿
　
　
名

    

３
０
，０
０
０
円

・
匿
　
　
名

５
０
０
円

平
成
25
年
５
月
31
日
現
在

守
谷
市
支
会
取
扱
い

「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」
総
額

３
，９
３
７
，７
１
４
円

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
延

長
し
、
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
皆
様
の
温
か
い
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　ご利用下さい！

　スロープ付福祉車両貸出中！

　この事業は、平成１２年度からワゴンタイプの
福祉車両の貸出事業を実施しておりましたが、車
両修繕や女性の運転等を考慮し、このたび、善意
銀行の預託金を原資にスロープ付軽自動車を購入、
入れ換えし、新たに貸出をスタートしました。
　貸出利用料は無料ですが、利用に当たっては事
前に社会福祉協議会事務局に申込みと車両取扱い
説明をお聞きいただくようお願いしております。
　車いすに乗ったまま、通院や外出などの際にご
利用下さい。（１泊２日まで）
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ボランティア協会
交通安全マスコット祈願・配布・総会

　３月３０日、毎年恒例のボランティア協会会員手作り交

通安全マスコット（約４００個）に今年度は松ケ丘小学校児

童が書いた「交通安全標語」を付け、板戸井にある清瀧寺

において、交通安全祈願を開催。祈願されたマスコットは、

４月８日早朝に、もりや学びの里、市民交流プラザ前道路で、

安全運転を呼びかけ、ドライバーに手渡された。

６月４日、市役所大会議室にて「平成２５年度守谷市ボラン

ティア協会総会」が開催され、金高協会長、下村事務局長

のあいさつの後、平成２４年度活動・会計監査報告、平成

２５年度活動計画・予算の審議を行った。その後、毎年マ

スコット祈願でお世話になっている清瀧寺住職雪草洋幸氏

の講話をお聞きし、改めて、人の支えの大切さを学んだ。

ボランティア協会研修交流会
　３月５日、守谷市ボランティア協会研修交流会を協会員・

関係者等３１名が参加し、開催。今回は、つくば市北条を

訪問し、昨年の竜巻災害時の状況やその後のボランティア

の活動などについて、つくば市社会福祉協議会飯島寛宣事

業推進室長からお聞きした後、被害の大きかった北条街お

こし振興会の坂入英幸会長より北条地区の被害状況や復旧

状況についてお話しをお聞きし、商店街を散策。多くのボ

ランティアの支援に感謝するとともに、やはり日頃からあい

さつや顔の見える活動などで「つながり」が大切であるこ

となどを再認識したことなどのお話を聞き、改めて日頃の

活動を活かしながら「人の輪」を広げていきたいと感じた。

ボラさんといっしょ！ふれあいボランティアスクール参加者募集
　伊奈特別支援学校ＰＴＡは、知的障がいのある子どもたちも、地域のちょっとしたサポート（支援）を受けながら、

地域の子どもたちと遊んだり、出かけたり、地域の人たちと交流することで、社会の一員として生活していくステップへ

とつながっていくと考え、このボランティアスクールを実施します。参加には、特別な資格は必要ありません。

　ぜひ、特別支援学校の子どもたちと交流をしながら、理解していただけるこのボランティアスクールへのご参加、お

待ちしています。

平成２５年度予定（日時、会場及び活動内容等）

○ 活動レクチャー ： 平成２５年７月２０日 ( 土 )、８月３日 ( 土 )、１０月１９日 ( 土 )、１１月９日 ( 土 )　

すべて会場は、伊奈特別支援学校で午前中実施予定

○ 体 験 実 習 ： 平成２５年７月２１日 ( 日 ) ～ 平成２６年３月

伊奈特別支援学校学区内（４市）の会場で開催

☆ 日時、実習内容は変更する場合があります。１回のみの参加でも大歓迎です。

詳しい日程・内容等については下記までお問い合わせ下さい。

○ 参 加 費 ： 無料（但し、交通費・食費等の必要経費は各自負担）

○ 申込・問合せ先 ： 茨城県立伊奈特別支援学校：河島・相澤

・ 問 合 せ 先 ： つくばみらい市青古新田３００　TEL ０２９７－５８－８７２７
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専
門
相
談
予
定
表 電話相談

 ふ く し 相 談　○印 　　　　　事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
 年金労務相談　□印 

　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時

　【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※ 予約は、各相談日の前週金曜日までに社協
　　事務局まで電話にてご予約ください。
　　電話相談でも予約を受付ます。

　　　　　　　　　　  ４８−５５５５

　◇毎週金曜日　午前１０時から午後３時

　守谷市社会福祉協議会では、独り暮らしや高齢者のみ世帯のみなさんに、電話を通じてお

話をさせていただき、孤独感やご不安等の解消を図るため、電話相談員による「ふれあい電

話訪問事業」を実施します。

●対　　象：市内在住のおおむね６５歳以上の独り暮らしや高齢者のみの世帯

●実 施 日：隔週火曜日・水曜日のいずれかの午前１０時から午後３時の間

　　　　　　（※ 祝日・年末年始はお休み）

●費　　用：無　料

●申込方法：ご利用を希望される方は、直接、社会福祉協議会事務局電話（４５）００８８

までにご連絡いただくか、お近くの民生委員にご連絡下さい。

後程、申込書に記入いただき、日時等を調整させていただきます。

 

　

　毎月第１月曜日　午後２時〜４時

　※ 相談員：社会福祉士

　毎月第２月曜日　午後２時〜４時
　※ 相談員：社会保険労務士

●場　所

　いきいきプラザ・げんき館内相談室

年金・労務相談

ふくし相談 秘密厳守  相談無料

専 門 相 談
　「ふくしサービスってどんなものがあるの？」

「最近家のおばあちゃんの行動が・・・」等の相談
は『ふくし相談』に、「年金のしくみはどうなって
いるの？」「パート雇用の問題」等は『年金・労務
相談』にお気軽にご相談ください。
　相談は、各相談日の前週金曜日まで予約が必要
です。（☎ 45 − 0088）

 「子育てのこと」「お嫁さんのこと」や「お姑さん

のこと」「生活のこと」など、どうしたらいいのか

な？ちょっと話しを聞いてもらいたいな。誰か教え

てほしいな！そんな時は、下記の日時に電話によ

る相談をお受けしておりますので、お気軽にご相

談下さい。

● 毎週金曜日　

　　午前 10 時〜午後３時
● 電話番号

　　（４８）５５５５

相　談　日

秘密厳守  相談無料

電 話 相 談
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